
電波利用システム・サービスの将来像

無線LANのようなミドルレンジの通信メディアについても含まれていることが明確になるよう記載すべきではない
か。

「衛星通信」については、サービス内容として通信のほか放送や地球観測等も含む、より適切な記述を検討すべ
きではないか。

研究開発

新たな電波利用分野の実現に向けた先進的取組について、諸外国と比較して我が国の事例が少ないが、我が
国における具体的な取組事例は他にもあるのではないか。

研究開発戦略を策定する際には、国際競争力強化の視点を念頭に入れつつ、我が国として重点を置くべき分野
を検討することが重要ではないか。

標準化スケジュールを示し、技術開発の目標、マイルストーンとなる時期を明確にした上で、これを意識した研究
開発戦略を検討すべきではないか。

社会的・経済的効果

今後、成長が期待される新たな電波利用５分野について、医療、少子高齢化や安心・安全など社会的効果を表
すものと、インテリジェント端末などシステム・技術を表すものが混在しているので、これらをさらに整理してはどう
か。

ＩＣＴ以外の他の関連市場への波及や国際展開も踏まえ、検討してはどうか。
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